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四
月
の
全
体
例
会
で
試
写
を

行
っ
た
本
会
企
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
岩
倉

使
節
団
の
米
欧
回
覧
」
は
、
七
月
初

旬
に
は
完
成
予
定
で
七
月
末
ま
で

に
は
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
か
ら

発
売
に
な
る
予
定
で
あ
る
。 

 

内
容
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
二
巻
セ
ッ
ト
で
、

価
格
は
一
万
八
千
円
（
消
費
税
こ
み

一
万
八
千
九
百
円
）
、
会
員
は
特
別

割
引
価
格
（
税
込
み
一
万
五
千
円
）

に
な
る
見
込
み
。 

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
九
章
か
ら
な
る
本
体

（
二
時
間
四
十
五
分
）
と
附
録
の
肖

像
ア
ル
バ
ム
（
岩
倉
使
節
団
と
そ
の

周
辺
の
人
々
）
か
ら
成
っ
て
お
り
、

そ
の
本
編
の
チ
ャ
プ
タ
ー
構
成
は

左
の
通
り
で
あ
る
。 

一 

岩
倉
使
節
団
の
出
発 

二 

新
し
い
国
ア
メ
リ
カ
、
大
陸
横 

     

断
鉄
道
の
旅 

三 

ワ
シ
ン
ト
ン
滞
在
と
東
部
回
覧 

四 

最
盛
期
の
大
英
帝
国
を
往
く 

五 

英
国
の
光
と
影 

六 

麗
都
パ
リ
と
フ
ラ
ン
ス
の
底
力 

七 

新
興
ド
イ
ツ
と
大
国
ロ
シ
ヤ
、 

 
 

そ
し
て
小
国
の
知
恵 

八 

西
洋
文
明
の
源
流
イ
タ
リ
ア
、 

     
そ
し
て
ア
ル
プ
ス
の
国
へ 

九 
中
東
・
ア
ジ
ア
の
植
民
地
帯
回 

     

覧
、
そ
し
て
帰
国 

四
月
の
全
体
例
会
は 

 
 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
総
会
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
試
写
会 

 

第
四
十
回
の
全
体
例
会
は
、
四
月

二
十
八
日
（
土
）
、
国
際
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て
総
会

議
事
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
岩
倉
使
節
団
の
米

欧
回
覧
」
の
試
写
を
行
な
っ
た
。
総

会
で
は
、
前
年
度
の
事
業
報
告
と
決

算
報
告
な
ら
び
に
新
年
度
の
活
動

計
画
の
報
告
が
あ
っ
た
。
（
詳
細
は

二
～

四
頁
）
。
ま
た
、
試
写
会
の
後
に
は

同
会
館
の
別
室
で
懇
親
パ
ー
テ
ィ

が
催
さ
れ
、
三
十
名
余
が
集
ま
っ
て

盛
会
だ
っ
た
。 

  

七
月
の
全
体
例
会
は
二
十
九
日
（土
） 

    

「ポ
ス
ト
小
泉
と
岩
倉
使
節
団
」 

            

橋
本
五
郎
氏
の
講
演 

 

七
月
の
全
体
例
会
は
二
十
九
日

（
土
）
午
後
一
時
か
ら
四
時
半
ま

で
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
十
階

ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
。
今
回
は
、
読

売
新
聞
の
編
集
委
員
で
日
本
テ
レ

ビ
の
コ
メ
ン
テ
イ
タ
ー
で
も
あ
る

橋
本
五
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
ポ

ス
ト
小
泉
と
岩
倉
使
節
団
」
に
つ
い

て
の
講
演
を
聞
く
。
橋
本
氏
は
現
代

語
訳
が
出
版
さ
れ
た
際
に
読
売
新

聞
の｢

五
郎
の
政
治
ワ
ー
ル
ド
」
欄

で｢

維
新
の
使
命
感
を
再
び
」
と
い

う
記
事
を
執
筆
さ
れ
て
お
り
、
長
年

の
政
治
記
者
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア

か
ら
明
快
で
興
味
あ
る
お
話
が
拝

聴
で
き
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。 

秋
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に 

 
 

 
 

 
 

「協
賛
・後
援
」決
ま
る 

 

秋
に
開
催
予
定
の
当
会
設
立
満

十
周
年
記
念
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
国
際
交
流

基
金
と
東
芝
国
際
交
流
財
団
か
ら

資
金
援
助
を
い
た
だ
け
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
金
額
は
そ
れ
ぞ
れ
に
百

四
十
二
万
円
と
百
万
円
で
、
現
在
二

百
四
十
万
円
で
あ
る
。
な
お
他
の
財

団
に
も
目
下
申
請
中
で
あ
り
、
そ
の

回
答
が
待
た
れ
る
。 

 

ま
た
、
新
聞
社
で
は
読
売
新
聞
社

が
後
援
団
体
に
決
ま
っ
た
。 
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六
月
八
日
の
第
九
十
七
回
「
実

記
を
読
む
会
」
で
、
会
員
の
小
林

富
士
雄
氏
（
大
日
本
山
林
会
会

長
）
が
、
貴
重
な
資
料
を
基
に
興

味
あ
る
報
告
を
さ
れ
た
。
そ
の
中

に
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
木
戸
と

大
久
保
の
知
ら
れ
ざ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
あ
り
、
感
動
的
な
後
日

談
も
あ
っ
た
の
で
紹
介
し
た
い
。 

  

そ
れ
は
当
時
ド
イ
ツ
に
滞
在
し

て
い
た
留
学
生
、
松
野
礀
の
話
で

あ
る
。
松
野
は
長
州

の
出
身
で
幕
末
脱
藩

し
て
志
士
と
し
て
活

動
し
維
新
後
は
ド
イ

ツ
語
を
学
ん
で
い
た

の
だ
が
、
そ
の
関
係

で
明
治
三
年
ド
イ
ツ

に
留
学
す
る
北
白
川

宮
に
随
行
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
し
て

ベ
ル
リ
ン
で
は
、
最

初
メ
ジ
ャ
ー
な
「
国

家
経
済
学
」
を
学
ぶ

つ
も
り
だ
っ
た
の

が
、
青
木
周
蔵
の
す

す
め
も
あ
っ
て
当
時

は
マ
イ
ナ
ー
に
見
ら
れ
て
い
た

林
学
を
敢
え
て
志
し
勉
学
し
て

い
た
の
で
あ
る
。 

   

岩
倉
使
節
団
に
は
、
当
時
各
国

に
派
遣
さ
れ
て
い
た
留
学
生
が

玉
石
混
淆
な
の
で
実
態
調
査
の

上
整
理
す
る
仕
事
も
あ
っ
た
の

だ
が
、
木
戸
は
留
学
生
の
リ
ス
ト

に
あ
っ
た
「
山
林
学
」
に
興
味
を

も
ち
松
野
を
呼
ん
で
話
を
聞
く
。

松
野
は
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
林
学

の
必
要
性
を
説
い
て
熱
弁
を
ふ

る
っ
た
ら
し
い
。
同
席
の
大
久
保

も
そ
れ
を
聞
い
て
「
案
（
机
）
を

た
た
い
て
大
い
に
悦
ん
だ
」
と
い

う
。
大
久
保
は
殖
産
興
業
の
上
か

ら
も
そ
の
重
要
性
を
認
め
て
大

い
に
激
励
し
た
の
だ
ろ
う
。
松
野

は
卑
賤
な
学
と
み
ら
れ
て
い
た

の
に
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
の
二
人

の
言
葉
に
大
い
に
力
を
得
て
以

後
専
心
懸
命
に
勉
学
に
励
む
こ

と
に
な
る
。 

 

そ
し
て
明
治
八
年

に
帰
国
す
る
と
、
大

久
保
は
待
っ
て
ま
し

た
と
ば
か
り
内
務
省

の
地
理
寮
に
職
を
用

意
し
て
任
せ
、
松
野

は
そ
の
後
幾
多
の
苦

難
に
も
め
げ
ず
日
本

の
山
林
学
と
そ
の
行

政
の
基
礎
を
築
く
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
木

戸
は
個
人
的
に
松
野

の
フ
ィ
ア
ン
セ
・
ク

ラ
ラ
が
単
身
来
日
し

た
の
を
親
身
に
な
っ

て
世
話
を
し
、
住
ま

い
も
用
意
し
て
上
野
精
養
軒
で

の
結
婚
披
露
に
も
出
席
し
て
い

る
。
こ
の
挿
話
に
は
木
戸
と
大
久

保
の
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
が
表

れ
て
お
り
心
を
打
つ
。
こ
れ
に
似

た
話
は
同
じ
ド
イ
ツ
留
学
生
で

近
代
毛
織
物
製
造
の
祖
と
な
る

井
上
省
三
に
も
あ
り
、
お
そ
ら
く

他
の
留
学
生
に
も
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
要
路
に
あ

る
リ
ー
ダ
ー
の
も
っ
て
範
と
す

べ
き
話
で
あ
る
。 

  

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
岩
倉
使
節
団
の
米
欧
回
覧
」 

  
 

七
月
、 

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
か
ら
発
売 

！ 

 

ベルリンにおける木戸と大久保 

―留学生との出会い  

泉 三郎 

全体例会 

（4月28日国際文化会館） 
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平
成
十
八
年
度
、
第
一
回
例
会
は

四
月
二
十
二
日
（
土
）
十
三
時
よ
り

国
際
文
化
会
館
講
堂
に
お
い
て
会

員
六
十
八
名
の
出
席
（
欠
席
通
知
六

十
名
）
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
今
回

例
会
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
総
会
を
か

ね
て
い
る
た
め
、
直
ち
に
総
会
の
議

事
に
入
り
、
ま
ず
、
各
部
会
幹
事
よ

り
、
別
紙
の
「
二
〇
〇
五
年
活
動
報

告
」
に
沿
っ
て
具
体
的
な
活
動
内
容

の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
十
七
年
度

は
、
従
来
の
各
部
会
活
動
に
加
え
、

青
年
部
会
活
動
の
本
格
化
、
国
際
部

会
の
活
動
開
始
、
メ
ル
マ
ガ
の
創
刊

な
ど
多
面
的
な
事
業
展
開
が
加
わ

り
、
一
段
と
充
実
し
た
活
動
報
告
と

な
っ
た
。 

 

ま
た
、
今
回
は
関
西
支
部
の
難
波

氏
が
特
別
参
加
さ
れ
、
支
部
の
活
動

状
況
（
会
員
二
十
名
、
例
会
年
四
回
）

に
つ
い
て
、
読
む
会
と
ビ
デ
オ
に
よ

る
研
究
会
が
中
心
で
あ
る
が
、
近
現

代
史
研
究
会
の
性
格
が
強
い
こ
と
、

会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ

と
な
ど
具
体
的
な
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

一
方
、
総
務
部
会
か
ら
は
、
三
月

末
会
員
数
は
百
八
十
七
名
、
う
ち
今

年
度
新
入
会
員
十
七
名
と
い
う
こ

と
で
、
こ
こ
数
年
会
員
数
は
若
干
減

少
傾
向
に
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
今
後
、
会
員
数
を
安
定
し
た
水

準
に
保
ち
、
ま
た
、
さ
ら
に
増
加
に

第
四
十
回
全
体
例
会 

 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
総
会
と 

 
 

 
   

Ｄ
Ｖ
Ｄ
試
写
会 

平成１７年度・活動報告（平成１７年４月～平成１８年３月） 

全体例会 現未来部会 歴史部会 青年部会
総務部会・歴史の旅

・ﾒﾃﾞｨｱ・その他
関西支部

2005
４月 ・３６回例会（4/23） ・実記読む会（4/7）　 ★長州歴史ツアー ・例会（4/28）

「和魂漢才から和魂洋才へ ｲｷﾞﾘｽ　ﾆｭｰｶｯｽﾙ （４/１３～１５） 実記の99ﾍﾟｰｼﾞ

久米邦武の知的背景を探る」★英訳読む会 より輪読

杉谷昭氏 （4/21）

５月 ・実記読む会（5/12）　 ・「米欧回覧実記」 ・ニュース３９号

石炭の話 現代語訳読む会 （5/31）

★英訳読む会 （5/13）

（5/19）
６月 ・実記読む会（6/2）　 ・「憲法問題を考える」 「鈴木貫太郎内閣の ★「木戸孝允と長州の ・メールマガジン

ﾖｰﾛｯﾊﾟ･ｱﾒﾘｶ気候と農業 その１（6/7） 終戦処理」 人間教育」石川直義氏 創刊号

★英訳読む会 永富邦雄氏（6/23） （6/10） （6/30）

（6/16）

７月 ・３７回例会（7/16） ・実記読む会（7/7）　 全体例会担当（7/16） ・「米欧回覧実記」 ・メールマガジン ・例会（7/26）

「日本の近代・百五十年」 ｲｷﾞﾘｽ　ｾﾌｨｰﾙﾄﾞの記 現代語訳読む会 ２号 大陸横断鉄道

を語る ★英訳読む会 （７/１） （7/27） ﾈﾊﾞﾀ～ｼｶｺﾞ

五百旗頭真氏 （7/14）

８月 ★夏合宿（8/6） ・ニュース４０号

★韓国放送にKBS取材 （8/31）

（8/24） ・メールマガジン

★「現代日本の問題点」 ３号

明治の歴史から何を （8/28）

学ぶか

９月 ・実記読む会（9/8） ・「憲法問題を考える」 「秀吉と利休のイメージ」 ・「米欧回覧実記」 ・メールマガジン

第８８回記念 その２（9/21） 明治・大正・昭和における 現代語訳読む会（9/2） ４号

現代語訳増版祝賀会 変遷 （9/30）

★英訳読む会 田中仙堂氏（9/21）

（9/15）

１０月 ・３８回例会（10/29） ・実記読む会（10/6）　 ・全体例会担当 ★セミナー ・メールマガジン ・例会（10/18）

「憲法改正イエスかノーか」 ﾖｰﾛｯﾊﾟの地理･運河総論 （10/29） 「高島学校から見る ５号 ｼｶｺﾞを出発して

会員有志の発表と討論 ★英訳読む会 維新期の横浜の教育」　（10/31） ﾜｼﾝﾄﾝへ

（10/20） 米山光儀氏 

１１月 ・実記読む会（11/10）　 ・「米欧回覧実記」 ・メールマガジン

ﾖｰﾛｯﾊﾟ工業総論 現代語訳読む会（11/4） ６号

★英訳読む会 （11/30）

（11/17）

１２月 ・実記読む会（12/8）　 ・「米欧回覧実記」 ・ニュース４１号

ﾊﾟﾘ府の記 現代語訳読む会（12/2） （12/25）

★英訳読む会

（12/15）
2006
１月 ・３９回例会（1/20） ・実記読む会（1/19）　 ・「私の目指す日本の ・読書会（1/6） ・メールマガジン ・例会（1/20）

「新年懇親例会」 ﾍﾞﾙｷﾞｰ国総論 国家像」石川直義氏 現代語訳読む会 ７号 新年懇親会

テーマ「ベルギー」 ★英訳読む会（1/26） （1/31) （1/1）

日白交流四百年 ★韓国放送特別番組

「明治の遺産」鑑賞会

（1/10）

２月 ・実記読む会（2/9）　 ★セミナー（2/14） ・メールマガジン

ﾍﾞﾙｷﾞｰ国の記上・下 「戦後日本ー経済国家 ８号
★英訳読む会（2/23） の栄光と挫折」　 （2/1）

五百旗頭真氏

３月 ・実記読む会（3/9） ・「米欧回覧実記」 ・メールマガジン

第94回 現代語訳読む会 ９号

ｵﾗﾝﾀﾞ国総論 （3/10） （3/2）

★英訳読む会 ★国際部会（第１回）

第36回 （3/3）

（3/23） ★新入会員歓迎会

（3/27）

実記・英訳読む会
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 向
け
て
努
力
す
べ
く
、
会
員
各
位
の

協
力
、
支
援
が
改
め
て
要
請
さ
れ
、

事
務
局
の
充
実
と
と
も
に
、
今
後
の

課
題
と
し
て
示
さ
れ
た
。 

 

続
い
て
、
平
成
十
七
年
度
会
計
収

支
計
算
書
、
同
貸
借
対
照
表
、
財
産

目
録
、
お
よ
び
平
成
十
八
年
度
事
業

計
画
、
会
計
収
支
予
算
書
の
審
議
に

移
り
、
総
務
部
会
幹
事
よ
り
説
明
が

あ
っ
た
後
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

た
。
十
七
年
度
収
支
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制

作
費
（
四
百
六
十
六
万
円
）
が
あ
っ

た
も
の
の
、
こ
れ
は
東
京
倶
楽
部
よ

り
の
助
成
金
お
よ
び
会
員
、
一
般
よ

り
の
賛
助
金
で
同
額
の
資
金
が
充

当
さ
れ
た
。
ま
た
、
講
演
会
、
セ
ミ 

平成１７年度 特定非営利活動にかかる事業 会計収支計算書 

  

科　　　　　　目
 Ⅰ　収入の部

 　１　会費・入会金収入

 　　　　会費収入 938,402

 　　　　入会金収入 85,000 1,023,402

 　２　事業収入

　　　　講演会事業収入 1,237,000
　　　　 セミナーの会事業収入 149,500 1,386,500
　　３　寄付金収入

 　　　　特別賛助金 4,460,000
　　４　その他収入

　　　　 書籍・資料販売手数料 446,350
　　　　 長州旅行収支差額 34,433
　　　　 雑収入 26,262 507,045
 　　当期収入合計（Ａ） 7,576,947

 Ⅱ　支出の部

 　１　事業費

 　　　　〔1〕講演会事業費 1,166,153
　　　　 〔2〕セミナーの会事業費 183,120
　　　　 〔3〕ニュース(会報)関連事業費

　　　　　　印刷費 198,090
　　　　　　郵送費 136,360
　　　　 〔4〕出版物制作関連事業費

　　　　　　｢米欧回覧実記｣現代語訳 182,742
　　　　 〔5〕ＤＶＤ制作事業費 4,660,000 6,526,465
 　２　管理費
　　　　　電話・通信費 348,275
　　　　　会議費 168,949  
　　　　　事務費 664,518 1,181,742
　　当期支出合計（Ｂ） 7,708,207

 　 当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） Δ131,260

　　前期繰越収支差額（Ｃ） 1,041,366

　 次期繰越収支差額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 910,106

金　　　　　　額 

 

平成17年4月1日から

平成18年3月31日まで 
 

 

特定非営利活動法人 

 米欧亜回覧の会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円）   

科　　　　　　目 金　　　　　額

Ⅰ　資産の部

　　１　流動資産
　　　　現　　金　・　預　　金 910,106
　　　　流　動　資　産　合　計 910,106
　　２　固定資産
　　　　固　定　資　産　合　計 0
　　資産合計 910,106

Ⅱ　負債の部

　　１　流動負債
　　　　流　動　負　債　合　計 0
　　２　固定負債
　　　　固　定　負　債　合　計 0
　　負債合計 0

Ⅲ　正味財産の部

　　　前期繰越正味財産 1,041,366

　　　当期正味財産増減額 △131,260

　　正味財産合計 910,106

　　負債及び正味財産合計 910,106

 

平成18年3月31日現在 
 

 

特定非営利活動法人 

 米欧亜回覧の会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円）   

右）第４０回全体例会 

左）関西支部難波氏 

平成１７年度 特定非営利活動にかかる事業 会計貸借対照表 
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 ナ
ー
部
門
も
収
支
相
償
う
結
果
と

な
っ
て
い
る
。
結
局
、
年
度
と
し
て

は
管
理
費
の
増
な
ど
に
よ
る
十
三

万
一
千
円
の
赤
字
に
な
り
、
前
期
よ

り
の
繰
越
金
百
四
万
一
千
円
に
よ

り
補
填
す
る
形
と
な
っ
た
。
な
お
、

十
八
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
秋
に

開
催
予
定
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
最
大
の
課
題
で
あ
る
が
、
現
在
資

金
集
め
な
ど
鋭
意
努
力
中
で
あ
る
。

詳
細
は
別
添
資
料
の
と
お
り
で
、
ご

出
席
に
な
れ
な
か
っ
た
会
員
の

方
々
も
、
改
め
て
確
認
い
た
だ
き
、

質
問
又
は
意
見
が
あ
れ
ば
、
事
務
局

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

総
会
終
了
後
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
岩
倉
使

節
団
の
米
欧
回
覧
」
試
写
が
行
な
わ

れ
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
奮
闘
す
る

製
作
担
当
の
足
立
光
正
氏
よ
り
説

明
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当

初
計
画
百
二
十
分
が
内
容
の
充
実

の
た
め
百
六
十
分
を
こ
え
た
こ
と
、

映
像
も
新
し
く
追
加
し
て
五
百
枚

を
こ
え
た
こ
と
、
そ
し
て
本
日
の
試

写
で
指
摘
さ
れ
た
問
題
点
に
は
極

力
応
え
て
い
き
た
い
と
の
表
明
が

あ
っ
た
。 

 
 
 
 

 
 

（
文
責
）
山
田
哲
司 

 
 
 
 

 
 

（
写
真
）
橋
本
吉
信 

平成１８年度・事業計画書 （平成18年４月１日から平成19年3月31日まで） 

特定非営利活動法人 米欧亜回覧の会 

平成１８年度・予算書 

平成１８年度 

特定非営利活動にかかる事業 

会計収支予算書 

 
平成18年４月１日から 

平成19年3月31日まで 

 
特定非営利活動法人 

米欧亜回覧の会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円） 

注）部会とは、「実記」を読む会、英文「実記」を読む会、歴史部会、現未来部会、国際部会、青年部会、総務部会 

  の７部会である。 

１ 事業実施の方針 

    平成18年度は、事業の中心を講演会、部会、歴史ツアー、および国際シンポジウムの4本柱とする。 

２ 事業の実施に関する事項 

 （１）特定非営利活動に係る事業 

実施予定場所 従事者の予定人数
受益対象者の範囲
及び予定人数

　一般市民
講演会 日本プレスセンター

他
各回８名 　　　講演会60名

　　　交流会80名

部　会 国際文化会館他 各部会３名 　一般市民

　　　各回25名

歴史ツアーの会 鹿児島市他 ５名 　一般市民

　　　20名

国際シンポジウム 国際文化会館
学術総合センター

１５名 　一般市民
　　　延500名

会報（ニュース） ３名 　一般市民
　　　各号８００部

季刊（年４回）会の活動に関する会報の発行によ
り研究・啓発を行う

350

5530

セミナー３回、映写会１回

に加えて、それらを総合した国際
シンポジウムを開催する

１１月２３～２５日

　

　鹿児島歴史ツアー ５月 2000

部会により、

毎月又は年4回

　研究及び啓発活動

　講演会年３回

　交流・交歓会年１回

4月、7月、10月、1月

支出見込み額
（千円）

900
600

600

実施予定日時

例会でＤＶＤ製作の報告を 

する足立光正氏 

科　　　　　　目
 Ⅰ　収入の部

 　１　会費・入会金収入

 　　　　入会金収入 100,000

 　　　　会費収入 1,000,000 1,100,000

 　２　事業収入

　　　　講演会事業収入 1,500,000
　　　　 部会事業収入 600,000  
　　 　　歴史ツアーの会事業収入 2,000,000
　　 　　国際シンポジウム事業収入 2,530,000 6,630,000
　　３　寄付金収入

 　  　　賛助金 3,000,000 3,000,000

 　　当期収入合計（Ａ） 10,730,000

 　　収　入　合　計（Ａ） 10,730,000

 Ⅱ　支出の部

 　１　事業費

 　　　　講演会事業費 1,260,000
　　　 　部会事業費 600,000
　　　 　歴史ツアー事業費 2,000,000
　　 　　国際シンポジウム事業費 5,530,000 9,390,000
 　２　ニュース（会報）関連費
　　　 　印刷費 200,000  
　　　 　郵送費 150,000 350,000
 　３　事務費
         電話通信費 350,000
       　会議費 170,000
　       事務費 450,000 970,000

　　当期支出合計（Ｂ） 10,710,000
 　当期収支差額（Ａ）－（Ｂ） 20,000

　前期繰越収支差額（Ｃ） 910,106

　次期繰越収支差額（Ａ）－（Ｂ）＋（Ｃ） 930,106

金　　　　　　額
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五
月
十
八
日
か
ら
二
十
日
の
二

泊
三
日
で
、
薩
摩
歴
史
紀
行
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
者
は
東

京
か
ら
十
八
名
、
名
古
屋
か
ら
三

名
、
大
阪
よ
り
一
名
の
合
計
二
十
二

名
で
し
た
。
男
女
そ
れ
ぞ
れ
十
一
名

の
誠
に
均
整
の
と
れ
た
メ
ン
バ
ー

構
成
で
し
た
。
台
風
一
号
が
九
州
地

方
に
接
近
す
る
と
い
う
雲
行
き
の

あ
や
し
い
中
で
、
先
行
き
の
不
安
を

覚
え
な
が
ら
鹿
児
島
空
港
で
合
流

し
て
旅
は
始
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者

の
中
に
、
我
こ
そ
晴
れ
男
、
晴
れ
女

と
豪
語
さ
れ
る
方
が
居
ら
れ
た
た

め
、
台
風
も
遠
慮
し
た
よ
う
で
、
唯

一
度
だ
け
、
一
時
間
ば
か
り
雨
に
降

ら
れ
た
だ
け
で
恙
な
く
旅
を
続
け

ら
れ
た
の
は
幸
い
で
し
た
。 

 

先
ず
は
美
山
に
あ
る
沈
壽
官
・
薩

摩
焼
工
房
の
見
学
。
司
馬
遼
太
郎
の

「
故
郷
忘
じ
が
た
く
候
」
の
主
人
公

で
も
あ
る
、
十
四
代
沈
壽
官
に
迎
え

ら
れ
て
美
術
館
に
飾
ら
れ
た
名
品

と
、
朝
鮮
か
ら
渡
っ
て
き
た
陶
工
た

ち
の
技
術
が
薩
摩
焼
、
特
に
白
薩
摩

に
定
着
し
た
歴
史
を
伺
っ
た
。
伊
集

院
で
昼
食
後
、
鹿
児
島
市
内
に
入

り
、
夕
方
ま
で
に
大
久
保
利
通
の
銅

像
、
維
新
群
臣
の
像
、
西
郷
隆
盛
の

銅
像
、
維
新
ふ
る
さ
と
館
、
西
郷
隆

盛
生
誕
の
地
、
城
山
展
望
台
、
南
洲

墓
地
、
西
郷
南
洲
顕
彰
館
、
西
郷
終

焉
の
地
な
ど
を
回
覧
す
る
。
鹿
児
島

の
繁
華
街
・
天
文
館
の
ホ
テ
ル
・
ザ

ビ
エ
ル
４
５
０
に
投
宿
、
料
亭
熊
襲

亭
で
薩
摩
料
理
の
夕
食
を
取
り
な

が
ら
交
歓
し
、
ホ
テ
ル
へ
戻
っ
て
、

尚
古
集
成
館
の
村
田
省
三
館
長
の

『
薩
摩
藩
と
日
本
の
近
代
化
』
と
題

す
る
講
演
を
聴
い
た
。
薩
摩
藩
が
幕

末
の
雄
藩
と
し
て
活
躍
で
き
た
の

は
、
琉
球
支
配
と
倭
寇
な
ど
海
と
の

係
わ
り
が
、
外
国
と
の
交
易
と
外
国

情
報
の
入
手
を
容
易
に
し
、
い
ち
早

く
国
防
や
日
本
と
し
て
の
近
代
化

の
必
要
性
を
痛
感
出
来
る
位
置
に

あ
っ
た
か
ら
だ
と
、
海
か
ら
の
視
点

を
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
今
回
の
旅
で

薩
摩
を
理
解
す
る
良
い
手
が
か
り

を
最
初
に
与
え
ら
れ
た
。 

 

二
日
目
は
、
鶴
丸
城
址
に
あ
る
黎

明
館
・
鹿
児
島
県
歴
史
セ
ン
タ
ー
、

仙
厳
園(

磯
庭
園)

、
尚
古
集
成
館
、

薩
摩
切
子
工
場
、
異
人
館
を
訪
れ
た

後
、
鹿
児
島
を
後
に
し
て
、
一
路
南

薩
摩
の
指
宿
に
向
か
う
。
指
宿
港
で

薩
摩
の
豪
商
・
濱
崎
太
平
次
の
銅
像

の
前
で
記
念
写
真
を
撮
る
。
薩
摩
が

維
新
で
活
躍
で
き
た
財
力
の
秘
密

は
、
倭
寇
に
よ
る
密
貿
易
と
濱
崎
な

ど
豪
商
の
力
を
抜
き
に
し
て
語
れ

な
い
。
こ
の
日
は
指
宿
い
わ
さ
き
ホ

テ
ル
に
宿
泊
し
、
夕
食
後
、
再
び
坊

津
歴
史
資
料
館
学
芸
員
の
橋
口
亘

氏
を
講
師
に
、
坊
津
・
山
川
港
な
ど

薩
摩
の
港
が
果
た
し
た
歴
史
的
な

意
味
を
教
え
ら
れ
た
。 

 

最
終
日
は
、
山
川
港
を
経
て
、
開

聞
岳
を
見
な
が
ら
本
州
最
南
端
沿

い
に
、
池
田
湖
を
周
遊
、
枕
崎
を

通
っ
て
坊
津
の
歴
史
資
料
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
。
そ
の
後
、
知
覧

の
茶
畑
を
左
右
に
見
な
が
ら
、
知
覧

の
武
家
屋
敷
を
散
策
し
、
昼
食
後
知

覧
特
攻
平
和
会
館
で
、
特
攻
に
出
て

行
っ
た
若
い
兵
士
た
ち
の
悲
し
い

遺
品
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
見
入
り
、
平

和
の
あ
り
が
た
さ
を
痛
感
し
つ
つ
、

今
回
の
旅
を
終
え
た
。 

 

今
は
芋
焼
酎
と
さ
つ
ま
揚
げ
、
薩

摩
汁
、
知
覧
茶
程
度
し
か
思
い
浮
か

ば
な
い
薩
摩
が
幕
末
に
雄
藩
と
し

て
歴
史
に
華
々
し
く
登
場
し
、
明
治

維
新
を
実
現
す
る
原
動
力
と
な
っ

た
背
景
に
は
、
源
頼
朝
の
子
と
い
わ

れ
る
島
津
家
の
祖
忠
久
以
来
八
百

年
続
い
た
、
唯
一
の
大
名
家
で
あ
っ

た
武
家
の
伝
統
が
あ
り
、
武
士
の
比

率
が
四
十
五
％
と
異
常
に
高
い
こ

と
、
代
々
名
君
を
生
む
素
地
が
あ
っ

た
こ
と
、
そ
の
島
津
を
支
え
た
家
臣

団
や
豪
商
、
更
に
は
琉
球
や
倭
寇
を

通
し
て
の
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
と

の
密
貿
易
に
よ
る
蓄
財
、
外
国
の

ニ
ュ
ー
ス
が
入
り
や
す
い
環
境
、
郷

中
と
い
う
独
特
の
若
者
養
成
教
育

の
存
在
等
が
あ
っ
た
。 

 

山
川
港
や
坊
津
は
密
貿
易
の
拠

点
で
あ
り
、
遣
唐
使
が
最
後
に
寄
っ

た
日
本
の
港
で
も
あ
り
、
鑑
真
は
坊

津
の
近
く
の
港
で
上
陸
し
て
い
る
。

朱
印
状
が
最
初
に
使
わ
れ
た
の
も

島
津
家
で
あ
る
。
集
成
館
事
業
は
製

鉄
、
造
船
、
造
砲
、
紡
績
、
ガ
ラ
ス
、

電
信
、
出
版
、
化
学
、
食
品
、
医
療

と
多
方
面
に
わ
た
り
、
西
洋
列
強
の

外
圧
を
直
接
感
じ
て
、
そ
の
強
大
な

軍
事
力
に
脅
威
を
抱
い
た
、
島
津
斉

彬
が
、
一
刻
も
早
日
本
を
豊
か
に
し

な
け
れ
ば
と
は
じ
め
た
事
業
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で

危
機
感
を
抱
き
、
反
射
炉
を
建
設
、

日
本
で
最
初
の
西
洋
式
帆
船
を
建

造
、
薩
英
戦
争
の
あ
と
、
英
国
に
大

勢
の
留
学
生
を
派
遣
、
幕
府
と
競
っ

て
万
博
に
出
品
し
た
の
も
、
一
貫
し

た
危
機
感
か
ら
で
あ
る
。
大
久
保
利

通
が
、
米
欧
回
覧
の
後
、
富
国
強
兵

に
鋭
意
努
力
し
た
の
も
こ
の
島
津

魂
と
無
縁
で
は
あ
る
ま
い
。 

 

色
々
な
意
味
で
、
得
る
こ
と
の
多

い
旅
で
あ
っ
た
。
来
年
は
佐
賀
か
、

会
津
か
ど
ち
ら
か
を
考
え
た
い
。 

 
 
 
 
 
 

(

文
責
）
小
野
博
正 

 
薩
摩
歴
史
ツ
ア
ー 

 

 
 

 
 

 
 

 

―
島
津
大
名
家
八
百
年
の
足
跡
を
辿
る  

濱崎太平次の銅像前で 

１４代沈壽官氏が展示品を説明 知覧武家屋敷 
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■
第
九
十
六
回 

 

五
月
十
日
、

出

席

者

十

六

名
。
ゲ
ス
ト
の

松
井
先
生
よ
り

九
十
三
年
パ
リ

実
記
追
体
験
旅

行
時
の
現
地
写

真
数
十
葉
ご
披

露
あ
り
、
往
時
、

当
今
の
両
パ
リ

を
瞬
時
に
拝
見

さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
多
謝
。 

 

つ
い
で
、
永
島
さ
ん
よ
り
、
第
四

十
一
巻
フ
ラ
ン
ス
国
総
説
の
説
明

あ
り
、
音
読
（
冒
頭
約
二
頁
）
、
本

巻
記
述
内
容
の
概
要
（
英
国
と
の
対

比
ス
タ
イ
ル
強
し
と
の
指
摘
）
、
使

節
団
訪
問
時
の
仏
の
時
代
背
景
（
普

仏
戦
争
→
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
を

簡
潔
に
説
明
。
現
今
の
フ
ラ
ン
ス
事

情
（
人
口
・
地
理
・
経
済
）
一
覧
表

は
便
利
。 

 

第
四
十
二
巻
パ
リ
市
の
記
（
一
）

で
、
浅
生
さ
ん
は
、
現
在
の
パ
リ
市

は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
構
想
と
オ

ス
マ
ン
・
セ
ー
ヌ
県
知
事
の
豪
腕
実

行
力
の
結
果
で
あ
る
と
し
、
実
記
の

記
述
を
豊
富
な
資
料
（
オ
ス
マ
ン
と

大
パ
リ
、
オ
ス
マ
ン
の
建
物
）
で
裏

づ
け
る
。
音
読
は
四
ヶ
所
に
わ
た

る
。
パ
リ
市
の
城
壁
の
外
へ
の
膨

張
、
そ
の
保
安
機
能
と
徴
税
機
能
を

説
明
。
締
め
く
く
り
と
し
て
「
詩
魂

こ
そ
文
化
の
芯
」
「
も
っ
と
誇
り
と

自
信
を
」
と
主
張
す
る
芳
賀
徹
先
生

の
最
近
の
一
文
を
添
え
る
。 

■
第
九
十
七
回 

 
六
月
八
日
、
出
席
者
十
四
名
。
小

野
さ
ん
よ
り
第
五
十
五
巻
プ
ロ
イ

ス
国
総
説
の
解
説
。
朗
読
約
二
頁
。

プ
ロ
イ
セ
ン
の
①
略
歴
、
②
版
図
、

③
主
要
産
業
（
工
業
は
ザ
ク
セ
ン
、

ア
ル
ザ
ス
等
、
兵
器
は
エ
ッ
セ
ン
市

ク
ル
ッ
プ
等
）
の
概
要
を
説
明
。
①

で
、
プ
ロ
イ
セ
ン
興
隆
史
・
・
・
い

わ
ゆ
る
「
ド
イ
ツ
統
一
戦
争
」
と
は
、

ま
ず
一
八
六
六
年
、
普
墺
戦
争
で
プ

ロ
イ
セ
ン
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
勝

ち
、
結
果
北
ド
イ
ツ
連
邦
（
プ
ロ
イ

セ
ン
な
ど
二
十
二
カ
国
）
、
南
ド
イ

ツ
連
邦
（
四
カ
国
）
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
帝
国
に
分
裂
、
つ
い
で
一
八
七
一

年
、
普
仏
戦
争
に
勝
利
し
、
プ
ロ
イ

セ
ン
王
国
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
は

南
北
ド
イ
ツ
を
統
一
、
ド
イ
ツ
連
邦

の
帝
位
に
つ
く
（
し
か
も
ベ
ル
サ
イ

ユ
宮
殿
に
お
い
て
）
、
こ
の
点
を
想

起
さ
せ
る
。 

 

第
五
十
六
巻
プ
ロ
イ
ス
西
部
鉄

道
の
記
で
、
小
林
さ
ん
は
「
五
十
六

巻
の
あ
ら
ま
し
」
で
、
ミ
ュ
ン
ス

タ
ー
、
エ
ッ
セ
ン
等
、
南
西
部
工
業

地
帯
の
視
察
、
特
に
エ
ッ
セ
ン
・
ク

ル
ッ
プ
工
場
群
を
熱
心
に
見
学
。
兵

器
の
重
要
性
、
ク
ル
ッ
プ
の
功
績
、

一
八
六
六
年
、
普
墺
戦
争
の
勝
因
に

ふ
れ
る
。
さ
れ
ど
久
米
は
最
後
に

「
普
国
人
民
の
営
業
は
主
に
農
牧

に
あ
り
」
と
プ
ロ
イ
セ
ン
農
業
を
賞

揚
し
た
点
を
指
摘
。 

 
<

解
説>

「
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

森
林
の
歴
史
」
で
は
、
森
林
と
農
業

は
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る

と
約
言
さ
れ
る
。
圧
巻
は<

論
考>

「
岩
倉
使
節
団
と
日
本
の
近
代
林

政
」
で
、
大
久
保
利
通
は
帰
朝
後
「
殖

産
興
業
建
議
書
」
を
提
出
、
林
政
は

農
工
商
、
警
察
、
海
運
に
な
ら
ん
で

重
要
施
策
と
さ
れ
た
経
緯
を
詳
述
。

林
業
推
進
に
係
わ
る
人
物
群
像
は

大
久
保
の
他
、
木
戸
、
青
木
周
蔵
、

松
野
礀
（
ド
イ
ツ
山
林
学
校
専
攻
）

等
多
彩
。
小
林
さ
ん
は
春
秋
の
筆
法

を
用
い
て
「
日
本
の
近
代
林
政
の
源

流
は
岩
倉
使
節
団
の
ベ
ル
リ
ン
滞

在
を
嚆
矢
と
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
」
と
さ
れ
る
。
斯
界
泰
斗

の
名
講
釈
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
文
）
桑
名 

正
行 

 

■
四
月
例
会
（第

三
十
七
回
） 

 
四
月
十
三
日

(
木)
青
山
学
院

女
子
短
大
で
英

訳
実
記
を
教
え

て
い
る
加
納
先

生
や
泉
代
表
を

含
め
十
人
が
集

ま
り
、議
論
が
白

熱
し
予
定
を
三
十
分
も
超
過
し
て

し
ま
っ
た
。 

 

第
二
巻
イ
ギ
リ
ス
篇
の
二
十
七

章
の
半
ば
か
ら
終
わ
り
ま
で
ク

ル
ー
の
製
鉄
工
場
見
学
記 

(

百
四

十
五
～
百
五
十
二
頁)

、
お
よ
び
第

二
十
八
章
の
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ン
ズ
の

ガ
ラ
ス
工
場
見
学
記(

百
五
十
四
～

百
五
十
七
頁)

を
朗
読
し
た
。 

 

ベ
ッ
セ
マ
ー
転
炉
に
よ
る
錬
鉄

製
造
や
レ
ー
ル
、
車
輪
、
機
関
車
の

加
工
組
立
工
程
、
な
ら
び
に
ガ
ラ
ス

の
種
類
、
原
料
、
板
ガ
ラ
ス
製
造
行

程
な
ど
に
つ
い
て
の
久
米
の
詳
細

な
観
察
記
録
に
改
め
て
感
心
さ
せ

ら
れ
な
が
ら
読
み
進
ん
だ
。
ま
た
当

時
英
国
製
の
鉄
道
車
両
が
、
多
く
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
使
用
さ
れ
、
イ

ン
ド
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ま

で
輸
出
さ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。 

 

製
鉄
に
つ
い
て
は
理
系
の
小
林

さ
ん
、
旧
八
幡
製
鉄
時
代
に
製
鉄
を

マ
ス
タ
ー
さ
れ
た
岡
部
さ
ん
、
ガ
ラ

ス
工
場
に
つ
い
て
は
三
原
さ
ん
が

丹
念
に
報
告
・
コ
メ
ン
ト
し
た
が
、

全
員
が
納
得
す
る
ま
で
時
間
が
か

か
っ
た
次
第
。
久
米
も
苦
労
し
た
で

し
ょ
う
が
、
実
記
を
読
む
の
も
大
変

で
す
ね
。 

■

五

月
例

会
（第

三

十
八

回
） 

 

五
月
二
十
五
日(

木) 

、
出
席
者

は
九
名
。 

 

第
二
巻
イ
ギ
リ
ス
篇
の
二
十
八

章
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
記
録
一
か

ら
十
ペ
ー
ジ(

百
五
十
七
頁
～
百
六

十
七
頁)

を
読
み
通
し
た
。
板
ガ
ラ

ス
・
鏡
製
造
工
場
、
綿
紡
績
工
場
、

ウ
イ
ッ
ト
ワ
ー
ス
の
製
鋼
・
鋳
造

所
、
大
砲
製
造
工
場
の
見
学
記
で
、

工
程
が
詳
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

精
緻
な
久
米
の
文
章
が
平
明
な
英

語
に
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
文
章
だ
け

で
は
工
程
の
理
解
が
難
し
か
っ
た
。 

 

永
島
さ
ん
が
ガ
ラ
ス
工
場
部
分

を
、
岡
部
さ
ん
が
綿
紡
工
場
、
製
鉄

所
部
分
を
報
告
し
、
ガ
ラ
ス
、
綿
糸
、

鉄
の
製
法
と
そ
の
歴
史
に
は
ず
い

ぶ
ん
詳
し
く
な
っ
た
。 

 

本
日
も
コ
ル
カ
ッ
ト
先
生
に
、
英

国
編
の
訳
者
ヒ
ー
リ
ー
先
生
に
代

わ
っ
て
ご
意
見
を
い
た
だ
け
た
の

は

幸

い

だ

っ

た
。
「The

 
raw 

cotton
 
waiting

 
to

 
be

 
spun 

was
 
stored

 
on

 
the

 
nineth 

floor.

」
な
ど
原
著
に
な
い
記
述
が

英
訳
に
付
加
さ
れ
て
い
る
の
は
、
訳

者
の
ヒ
ー
リ
ー
先
生
が
偶
々
工
場

の
近
く
に
お
住
ま
い
で
、
丹
念
に
現

地
調
査
さ
れ
た
成
果
で
あ
ろ
う
と

の
コ
メ
ン
ト
に
納
得
し
た
次
第
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

（
文
）
岩
崎
洋
三 

英訳実記を読む会報告

連絡　岩崎洋三

zaa96087@oak.zero.ad.jp

Tel &Fax  03-3488-0532　

英訳実記を読む会報告

連絡　岩崎洋三

zaa96087@oak.zero.ad.jp

Tel &Fax  03-3488-0532　

実記を読む会報告

連絡　桑名 正行

mkuwana@nifty.com

Tel&Fax  03-3642-9570

実記を読む会報告

連絡　桑名 正行

mkuwana@nifty.com

Tel&Fax  03-3642-9570

ブールヴァル大街の旧城門（実記） 

汽車製造 

ＤＶＤ「岩倉使節団の米欧回覧」の１場面 
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■
第
二
回
部
会 

 

Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

と
い
う
用
語
が

市
民
権
を
有
し

つ
つ
あ
る
が
、
イ

ン
ド
の
覚
醒
に

は
、
多
く
の
人
が

注
目
し
て
い
る
。

古
来
わ
が
国
で

は
、
唐
天
竺
と
言

わ
れ
て
き
た
が
、

イ
ン
ド
と
の
か

か
わ
り
、
情
報
に

つ
い
て
は
中
国
に
比
べ
極
め
て
乏

し
か
っ
た
。 

 

今
回
は
、
ラ
ビ
ン
ダ
ー
・
マ
リ
ッ

ク
氏
（
長
年
国
連
に
関
わ
り
、
国
連

大
学
創
設
以
来
日
本
在
住
）
よ
り
、

ラ
ビ
ン
ダ
ゥ
ラ
ナ
ー
ス
・
タ
ゴ
ー
ル

の
日
本
近
代
化
に
つ
い
て
の
観
察
、

お
よ
び
氏
自
身
の
国
連
活
動
を
通

じ
た
現
代
日
本
へ
の
観
察
が
述
べ

ら
れ
た
。
タ
ゴ
ー
ル
は
、
大
英
帝
国

殖
民
地
下
に
あ
る
イ
ン
ド
に
と
っ

て
、
欧
米
帝
国
主
義
支
配
を
脱
す
る

東
洋
日
本
の
可
能
性
に
多
く
の
期

待
を
寄
せ
つ
つ
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
走
る
日
本
批
判
等
が
紹
介
さ

れ
る
と
と
も
に
マ
リ
ッ
ク
氏
自
身

の
観
察
か
ら
戦
後
日
本
が
成
し
遂

げ
た
平
和
主
義
、
経
済
発
展
へ
の
評

価
、
今
後
の
期
待
等
が
述
べ
ら
れ

た
。 

 

一
方
、
在
日
中
の
コ
ー
ル
カ
ッ
ト

氏
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授
）
は
、

岩
倉
使
節
団
の
米
欧
訪
問
の
際
、
当

時
の
米
英
で
の
報
道
の
状
況
を
当

時
の
新
聞
記
事
に
基
づ
い
て
解
説

さ
れ
、
使
節
団
一
行
の
受
入
れ
に
対

し
、
メ
デ
ィ
ア
の
果
た
し
た
役
割
の

大
き
さ
を
解
説
さ
れ
た
。 

■
第
三
回
国
際
部
会
案
内 

 

フ
ラ
ン
ス
大
使
館
イ
ル
マ
ン
・

ジ
ュ
ー
ル
氏
よ
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
革

命
人
権
宣
言
と
明
治
維
新
五
か
条

の
ご
誓
文
」
に
つ
い
て
、
比
較
コ
メ

ン
ト
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。 

・
日
時 

七
月
十
三
日
（
木
） 

 
 
 
 

午
後
六
時
三
十
分
～
九
時 

・
場
所 

地
球
産
業
文
化
研
究
所 

 
 
 
 
  

港
区
虎
ノ
門
二-

一-

一 

 
 
 
 
  

商
船
三
井
ビ
ル
三
階 

 

当
日
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
記
念
日

の
前
日
に
当
た
り
、
こ
れ
を
素
材
に

何
故
五
箇
条
の
ご
誓
文
は
人
権
宣

言
の
よ
う
な
世
界
史
的
ア
ピ
ー
ル

が
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
人
権
宣
言

に
も
拘
ら
ず
欧
米
諸
国
は
、
植
民
地

主
義
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た

の
か
等
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
予

定
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 
 
 

  
 

（
文
） 

井
出 

亜
夫 

 

五
月
十
七
日

六
本
木
Ｊ
Ｅ
Ｔ

Ｒ
Ｏ
五
階
会
議

室
に
於
い
て
、
午

後
六
時
半
よ
り

九
時
過
ぎ
ま
で

開
催
。
十
六
名
が

出
席
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
世

界
の
中
の
日
本

を
考
え
る
（
そ
の

二
）
」
で
、
今
秋

の
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
お
け
る
現
未
来
部
会
と

し
て
の
纏
め
に
繋
ぐ
も
の
で
、
前
回

一
月
三
十
一
日
の
続
編
で
あ
る
。
前

回
（
そ
の
一
）
で
は
石
川
直
義
氏
か

ら
「
私
の
目
指
す
日
本
国
家
像
（
試

案
）
」
と
い
う
講
話
を
ベ
ー
ス
に
議

論
を
展
開
し
た
が
、
今
回
は
泉
代
表

か
ら
の
「
今
、
日
本
の
国
内
問
題
で

一
番
憂
慮
・
問
題
と
す
べ
き
こ
と
は

何
か
」
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
の
問

い
か
け
が
あ
り
、
各
人
夫
々
回
答
記

入
提
出
し
た
後
、
泉
代
表
か
ら
「
近

代
文
明
の
起
点
と
現
代
と
の
比
較
」

と
い
う
短
い
講
話
を
聞
い
た
後
、
塚

本
幹
事
の
司
会
で
約
二
時
間
半
余

り
活
発
な
討
論
を
行
っ
た
。 

 

「
今
、
日
本
で
一
番
憂
慮
・
問
題

と
す
べ
き
は
何
か
」
と
い
う
問
い
へ

の
回
答
は
、 

◆
年
金
、
社
会
保
障
等
の
問
題
の
根 

源
は
全
て
国
家
財
政
の
問
題
に
帰

着
し
、
財
務
省
が
声
高
に
言
う
ほ
ど

財
政
赤
字
は
気
に
す
る
必
要
は
な

く
、
大
胆
に
施
策
を
実
行
す
べ
き
。 

◆
次
代
を
担
う
青
少
年
の
気
概
、
心

の
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。 

◆
道
徳
教
育
、
歴
史
教
育
、
家
庭
教

育
、
学
校
教
育
等
々
、
教
育
門
題
が

最
重
要
で
あ
る
。 

◆
敗
戦
後
大
陸
か
ら
帰
還
し
た
日

本
人
は
ま
と
も
な
人
が
目
立
つ
。 

◆
戦
後
の
日
本
人
は
背
骨
を
失
っ

た
。
日
本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
イ
が
曖
昧
で
あ
る
。 

◆
金
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
る

日
本
の
物
質
中
心
主
義
に
歯
止
め

を
か
け
る
必
要
が
あ
る
。 

な
ど
様
々
な
視
点
か
ら
の
発
言
が

あ
っ
た
。 

 

最
後
に
泉
代
表
が
、
一
番
大
事
な

こ
と
は
教
育
、
「
人
造
り
」
に
あ
る
。

現
代
文
明
は
貪
欲
、
収
奪
文
明
と
も

言
う
べ
き
も
の
で
、
こ
の
ア
ン
グ
ロ

サ
ク
ソ
ン
文
明
追
随
の
歩
み
を
そ

ろ
そ
ろ
転
換
し
、
人
材
と
言
う
資
源

し
か
持
た
な
い
日
本
は
、
大
国
主
義

で
も
小
国
主
義
で
も
な
い
、
「
中
の

国
」
の
思
想
。
中
庸
で
平
和
を
大
事

に
す
る
と
い
う
「
中
和
の
国
」
と
い

う
べ
き
か
、
そ
ん
な
国
家
像
を
掲
げ

て
教
育
に
注
力
し
、
モ
ラ
ル
と
ス
キ

ル
を
も
っ
た
有
為
な
人
材
を
育
て
、

世
界
に
役
立
つ
こ
と
を
目
指
す
国

造
り
を
す
る
こ
と
が
肝
要
で
は
な

い
か
と
締
め
括
り
を
行
っ
た
。 

 

次
回
は
外
交
問
題
・
外
交
政
策

を
議
論
、
次
々
回
は
纏
め
、
の
予

定
で
あ
る
。
議
論
の
詳
細
は
後
日

議
事
録
と
し
て
取
り
ま
と
め
る
予

定
で
、
参
加
希
望
の
方
、
並
び
に

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
に
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
文
）
小
田
仁
彦 

 
 
 

■
例
会
報
告 

 

四
月
十
八
日
、

十
一
名
が
参
加
。 

使
節
団
一
行
が

大
変
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
の
工

業
や
農
業
な
ど

の
産
業
力
と
い

う
彼
我
の
差
で

は
な
く
、
実
は
社

会
習
慣
の
差
で

あ
っ
た
。
特
に
、

米
国
女
性
の
地
位
や
社
会
に
お
け

る
取
り
扱
わ
れ
方
へ
の
会
員
の
意

見
と
し
て
、
女
性
が
少
な
か
っ
た

か
ら
大
切
に
し
た
の
だ
と
い
っ
た

説
や
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
婦
人
が
サ

ロ
ン
を
主
催
す
る
ほ
ど
活
躍
し
て

い
た
か
ら
、
米
国
婦
人
は
ま
だ
大

人
し
い
と
い
う
発
言
も
あ
っ
た
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
世
界
か
ら
見
た
日
本
」

の
ビ
デ
オ
を
観
る
。
最
恵
国
待
遇

条
項
を
指
摘
し
た
駐
日
ド
イ
ツ
公

使
の
ブ
ラ
ン
ト
が
、
北
海
道
を
占

領
し
て
ド
イ
ツ
移
民
を
移
入
さ
せ

ド
イ
ツ
の
植
民
地
化
す
る
案
を
本

国
へ
提
唱
し
て
い
た
の
に
は
一
同

驚
く
。
ア
‐
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
日

記
抄
に
よ
れ
ば
英
国
も
ア
メ
リ
カ

を
通
じ
て
日
本
と
の
交
渉
内
容
を

全
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
会
員

の
山
崎
氏
は
指
摘
す
る
。 

 

桝
居
氏
が
、
南
北
戦
争
と
使
節

団
の
時
期
に
関
連
し
て
一
九
四

二
、
四
三
年
、
二
度
に
渡
る
日
米
交

換
船
の
話
し
を
行
な
っ
た
。 

 
 
 
 

 

（
文
）
難
波 

康
煕 

関西支部報告

連絡　北村 彰一

shou1@f7.dion.ne.jp

関西支部報告

連絡　北村 彰一

shou1@f7.dion.ne.jp

国際部会報告

連絡　井出 亜夫

ide@gsb.nihon-u.ac.jp

国際部会報告

連絡　井出 亜夫

ide@gsb.nihon-u.ac.jp

現未来部会報告

連絡　塚本 弘

Tel  03-3211-2765  Fax 03-3213-1371

hiroshi_tsukamoto@jetro.go.jp

現未来部会報告

連絡　塚本 弘

Tel  03-3211-2765  Fax 03-3213-1371

hiroshi_tsukamoto@jetro.go.jp

歴史部会 

「日本のアイデンティティ・シリーズ」案内 

第1回 7月20日(木）18:00～21:00 

『新渡戸稲造と士魂』（石川直義氏） 

第2回 9月19日(火）18:00～21:00 

『天皇制と道教と祭天の古俗』 

(小野博正氏）  

第3回 10月20日(金）18:00～21:00 

『岡倉天心と山本七平』(泉三郎氏） 

 －東京国際文化会館Dルーム（会費千円）－ 



米欧亜回覧ニュース（季刊） 2006年（平成18年）6月20日 （8） 

 
 

 

編
集
後
記 

◇

全
体
例
会
や
各
部
会
の
日
程

が
多
く
、
催
し
案
内
（
八
頁
）
の

欄
が
満
杯
と
な
り
ま
し
た
。
四
月

全
体
例
会
に
お
い
て
会
員
数
が

や
や
減
少
し
て
い
る
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
が
、
活
動
報
告
（
二
頁
）

の
項
目
も
着
実
に
増
え
て
い
て
、

活
動
の
沈
滞
が
そ
の
原
因
で
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
試
写
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
断
片
的
に
な
っ
て
い
た
人

物
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
時
系
列
的
に

理
解
で
き
る
臨
場
感
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
時
の
使
節
団
の
驚
き
と

感
動
が
伝
わ
っ
て
き
た
」
な
ど
高

い
評
価
が
多
く
、
昨
年
の
現
代
語

訳
出
版
前
の
状
況
を
思
い
出
し
、

期
待
感
が
高
ま
り
ま
す
。 

 

格
段
に
鮮
明
に
な
っ
た
二
時

間
四
十
五
分
の
映
像
を
、
パ
ソ
コ

ン
で
も
手
軽
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
い
う
最
強
の
メ

デ
ィ
ア
を
手
に
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

足
立
さ
ん
、
泉
さ
ん
の
負
担
は

甚
大
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
高

い
完
成
度
の
陰
に
「
全
員
参
加
で

よ
り
よ
い
も
の
を
作
る
」
と
い
う

会
員
の
真
摯
な
姿
勢
が
あ
り
ま

す
。
完
成
版
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

に
書
か
れ
て
い
た
「
耳
で
聞
い
て

同
音
異
義
の
他
の
言
葉
と
誤
解

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
い
う

箇
所
も
テ
ロ
ッ
プ
の
工
夫
な
ど

で
修
正
さ
れ
て
分
か
り
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
Ｎ
） 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

・・・・ホームページのご案内・・・・・ 

 ◇米欧回覧ニュース第１号からの 

  バックナンバー など 

 ＊皆様のご意見をお聞かせ下さい 

 http://www.iwakura-mission.jp 

＜催し案内＞ 

2006年７月～9月の予定です 

☆７月全体例会 

  日 時：７月29日（土） 13:00～16:30     

  場 所：日本プレスセンター十階ホール（内幸町）      

  内 容：会務報告 13:00～14:00 

  講 演：「ポスト小泉と岩倉使節団」14:15～16:30 

  講 師：橋本五郎氏（読売新聞編集委員） 

      懇親パーティ 18:00～20：00 

  会 費：3000円。懇親パーティ（新橋亭5000円）    

☆実記を読む会 

  日 時：7月6日（木）18：30～21：00  

         9月7日（木）18：30～21：00       

  場 所：国際文化会館Ｅ室 

 会 費：1000円（夕食等はありません） 

☆英訳実記を読む会 

  日 時：7月20日（木）18：30～21：00 

  場 所：財）統計研究会会議室 

     港区新橋1-18-16 日本生命ビル７階 

☆歴史部会 

  ◆日本のアイデンティティシリーズ 

  日 時：7月20日（木） 18:00～21:00 

 テーマ：新渡戸稲造と士魂(石川直義氏) 

  場 所：国際文化会館Ｄルーム 

  会 費：1000円 

☆国際部会 

  日 時：7月13日（木） 18:30～21:00 

 テーマ：フランス人権宣言と明治維新五ケ条の 

         ご誓文 

 講 演：イルマン・ジュール氏（駐日仏大使館） 

 場 所：地球産業文化研究所（03‐5563‐8800） 

☆青年部会 

   ◆ 現代語を読む会（ロンドン市の記） 

 日 時：7月7日（金 ）20:00～22:00 

 場 所：財）統計研究会会議室 

☆関西支部例会 

 日 時：7月26日（水）  

 場 所：大阪凌霜クラブ会議室 

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その

記録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く

人々の集まりです。 

この大いなる旅と「実記」はまさに「温故知

新」の宝庫と言えましょう。 

この素材を媒体にして歴史をふりかえり現

代の直面する諸問題についても自由に語

りあおうという会です。 

会 員    上の趣旨に賛同する人なら誰でも入会できま
す。 

例 会   年に４回くらい全体例会をもちます。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史、現未来、総務部
会等があり、映像サロン・勉強会・旅行会・研

究会・シンポジウムなどを行っています。 

機関紙   年に４回程度機関紙を発行し活動報告や会
員の意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、
会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費5,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、学生、仮入会希望者には準会

員（年会費3，000円）の特典もあります。 

事務局   「イズミ・オフィス」に置きます。 

〒192-0063 八王子市元横山町1-14-16 

E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

TEL:042-646-3310  

FAX:042-645-8700 

入会申込 

 入会申込書は事務局にあります。新規入会に際しては

入会金5，000円を頂きます。 

 なお年会費などのお支払は郵便振込が便利です。 

 00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 


